
国立大学法人 滋賀医科大学 研究シーズ 研究シーズNo.16019 

シーズ分野；臨床医学 整形外科学

■研究概要

弱った（退行した）軟骨を元気にする（活性化する）研究を行ってい

る。軟骨が再生する際に働く細胞内2ndメッセンジャーが、弱ってい 
る軟骨細胞と元気な軟骨細胞で異なっており、運動などをして機械

的（物理的）刺激を与えると、元気な軟骨細胞でみられる2ndメッセン 
ジャーが発現することが分かってきた（右図１）。

 このような新しい知見に基づき、軟骨を再生する治療法の開発に

取り組んでいる。右図２にあるように、ヒトに近いカニクイザルで、骨

髄間葉系幹細胞（軟骨などへ分化する能力を有した細胞）を移植す

ると質の良い軟骨が早く再生した。

■応用展開・共同研究テーマ例

・骨、軟骨の再生療法・薬の開発に関する先進的研究
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－ カニクイザルモデルによる研究 －

■研究者からのお願い（ニーズ）

・上記テーマを一緒に推進してくれる共同研究相手先が欲しい

・国産の比較的安価な関節等の手術器具や埋込具を作製したい

図１ 機械的刺激と2ndメッセンジャー 図２ カニクイザルでの再生実験 
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